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「第８回 大月みらい協議会（人口問題・地域活性化を考える市民会議）」 

会 議 概 要 

  

日  時  平成２７年９月１７日（木）午後７時から午後９時 

場  所  大月市民会館 ４階視聴覚室 

出 席 者  委員１２名（８名欠席） 

      小俣理美、梶原崇照、小鷹侑子、佐藤茂幸、志村淳、志村賢二、中島啓介、    

仁科美芳、福嶋尚美、藤井真弓、星野喜忠、武者稚枝子 

【事務局】 企画財政課上條課長、地域活性化担当石井リーダー、榎本、堀内、山田 

 

 

１．星野議長あいさつ 

 皆さんこんばんは。今日は欠席の方が少し多いようですが、出席された方は、お忙しい中

ありがとうございます。 

 私たちの協議会は、回を重ねて参りまして、前回、大月市の生きがい創生委員会の専門部

会の皆さんと合同部会を開催いたしました。その中で、互いに意見交換をしたり、あるいは

自分たちが出した意見について、市側の考え方と、ある程度の摺り合わせがあったように思

っています。 

 私たちは、大月の明日がどうなるのか、どうすべきなのかということを考え、私たちのよ

うな市民の目線から見て、大月の将来はどうあるべきなのかというディスカッションが重要

であると思っております。そのために、今私たちは何をすべきなのか、明日何をすべきなの

か、近い将来何をすべきなのかということに思いを馳せ、企画していくことになろうかと思

います。 

３つの部会で大雑把に分かれていますが、それぞれの部会ごとに、それぞれのテーマの中

で、方向性を持って企画していただきたいと思います。その進め方については、後ほど、佐

藤副議長から示していただこうと思います。よろしくお願いします。 

 

 

２．部会 

（１）今後の進め方について  

【佐藤副議長】 

  皆さんこんばんは。前回の会議からあまり時間がたっていませんが、お忙しい中ありが

とうございます。予定通り、今日は部会を進めていきたいと思います。 

これまでの流れをもう一度確認しますと、私たちは第１ステージが終わって、第２ステ

ージに行く段階にいます。第１ステージというのは、８２のアイデアを出していただいて、
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それを市の方にぶつけて、大月市生きがい創生委員会専門部会との合同会議の中で、何ら

かの形で、市の方もそれぞれ取り入れながら、総合戦略に盛りこんでいく感触をなんとな

くかもしれませんが得たのではないかなと思います。これが第１ステージ。それを踏まえ

て、第２ステージとしては、もう少し我々ならではの企画をこの部会の中で出していこう

というところであります。前々回の会議の際に、目標として、企画を４つ出していきまし

ょうということになりました。その４つを、この３つの部会で出せていけたらと思ってい

ます。 

さて、今後の進め方についてですが、日程があまりありません。総合戦略を策定するた

めには、スケジュール的に１１月の上旬くらいまでに大月みらい協議会から企画を出さな

ければいけません。日程については、同時開催で行う部会を今日１回、１０月に１回開催

したいと考えています。これ以外にもプラスアルファとして、必要に応じて３つの部会が

それぞれで集まってやっていただきます。この日程において、各部会で企画書を作成して

いただき、１１月初旬の大月みらい協議会において企画書のプレゼンを行い、議論して、

大月みらい協議会として提案する企画を決定し、大月市へ提案します。大月みらい協議会

から何とか４つ企画書を出していければと思いますが、これが３つになっても５つになっ

ても良いかと思います。 

ただ、企画を作ることは結構大変であると思います。１ヵ月くらいで作らなければいけ

ないということでかなり負担になると思われます。出来れば作っていただきたいのですが、

それぞれの負担に応じて、場合によっては出来なかったということで終わっても良いかと

思います。ただ、折角ここまで来ましたので、大月ならではというか、大月みらい協議会

はすごいという企画が出来ればいいと思っています。 

今日の進め方については、それぞれ部会で話し合って企画書を作っていただきますが、

２つの作り方があると思います。１つは、部会で話し合って、１人１人が作る方法。今日

はそのためのディスカッションとする。ただ、１人で作っても中々いいアイデアがもらえ

ないので、グループ内で話し合いをしていただく必要があります。もう１つは、共同で作

成する。ホワイトボード等に書きながら、話し合いながら作っていく方法。共同で作成す

る場合は時間がかかるので、たぶんプラスアルファが必要になると思います。以上２つの

作り方があると思いますので、どの方法にするのか、あるいは違うやり方でやるのか、そ

れを含めて話し合いをしていただきたいと思います。そして、手法が決まったら、企画書

のテーマをどんなテーマにするかを決めていく必要があると思います。８２のアイデアの

中から考えていくのか、あるいは、これまでの意見交換の中で出た別のアイデアで考える

のか、各部会で話し合っていただきたいと思います。以上です。 

 

◆その後、質疑応答を行い、部会での会議を行った。 
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３．今後の日程について  

 次回第９回会議は、平成２７年１０月１５日（木）１９時から市民会館で、部会を同時

に開催する。 


